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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月18日(2020.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸水性繊維と、該吸水性繊維より吸水性の低い弱吸水性の繊維の集合体である繊維塊と
を含む吸収体であって、
　前記繊維塊同士又は前記繊維塊と前記吸水性繊維とが交絡しており、
　前記繊維塊は、２つの対向する基本面と、該２つの基本面を連結する骨格面とを備えて
おり、
　複数の前記繊維塊同士が融着している第１領域と、複数の前記繊維塊同士が融着せずに
交絡している第２領域とを有し、
　圧縮ひずみ率が６６％以上であり、
　回復仕事量が２３５ｍＮ・ｃｍ／ｃｍ２以上である、吸収体。
【請求項２】
　前記繊維塊及び前記吸水性繊維の合計含有質量に対する該繊維塊の含有質量の比率が、
前記吸収体の厚み方向に関して、一方側が他方側よりも大きい、請求項１に記載の吸収体
。
【請求項３】
　前記繊維塊は、複数の熱可塑性繊維が互いに熱融着した３次元構造を有する、請求項１
又は２に記載の吸収体。
【請求項４】
　前記基本面の面積が９ｍｍ２以上６０ｍｍ２以下である、請求項１～３のいずれか１項
に記載の吸収体。
【請求項５】
　前記基本面のアスペクト比が１以上２未満である、請求項１～４のいずれか１項に記載
の吸収体。
【請求項６】
　前記繊維塊の充填嵩密度が０．０１６ｇ／ｃｍ３以下である、請求項１～５のいずれか
１項に記載の吸収体。
【請求項７】
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　前記繊維塊の圧縮復元率が２７０％以上である、請求項１～６のいずれか１項に記載の
吸収体。
【請求項８】
　液透過性の表面シートと、裏面シートと、両シート間に介在配置された吸収体とを具備
し、該吸収体が、請求項１～７のいずれか１項に記載の吸収体である吸収性物品。
【請求項９】
　前記繊維塊及び前記吸水性繊維の合計含有質量に対する該繊維塊の含有質量の比率が、
前記吸収体の厚み方向に関して、前記表面シート側よりも前記裏面シート側の方が大きい
、請求項８に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記吸収性物品は着用者の前後方向に対応する縦方向と、該縦方向に直交する横方向と
を有し、
　前記表面シートと前記吸収体とが一体化されて該表面シート側が肌面側に窪んだ防漏溝
が、前記縦方向に沿って前記横方向の両側に一対形成されており、
　前記吸収体の前記裏面シート側における前記防漏溝に対応する位置に、非肌面側窪みを
有し、該防漏溝と該非肌面側窪みとの間に該吸収体の形成材料が存在している、請求項８
又は９に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記防漏溝と前記非肌面側窪みとの間では、前記繊維塊同士が融着している、請求項１
０に記載の吸収性物品。
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